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平
成
七
年
度
西
新
丼
自
治
会
役
員
全
体
会
議
が
去
る
四
月
二
日
に
開
催
さ

れ
、
役
員
及
び
六
年
度
決
算

・
七
年
度
予
算
が
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
役
員

会
　
長
　
　
　
　
　
須
永

二
郎

副
会
長
　
　
　
　
　
鈴
木

一
二
三

″
　

″
　
　
　
　
　
・成
田
　
守

″
　

″

由
書
記
　
　
須
永
　
昭

会
　
計
　
　
　
　
　
須
永
茂
雄

会
館
運
営
委
員
長
　
須
永

二
郎

総
務
部
長
　
　
　
　
須
永

二
郎

広
報
部
長
　
　
　
　
小
林

秀
離

体
育
部
長
　
　
　
　
福

田
勝
男

保
健
衛
生
部

長
　
　
須
永
茂
雄

防
犯
交
通
部
長
　
　
高
野

二
郎

文
化
会
会
長
　
　
　
今
泉
偏

一

育
成
会
会
長
　
　
　
大
塚
織

司

民
生
児
童
員

　
　
　
須
永

巳
三
男

″
　

″
　
　
　
　
　
須
永
恭
正

国
民
年
金
　
　
　
　
須
永

三
郎

線
化
推
進
委
員
　
　
須
永
友
吉

会
館
資
金
管

理
　
　
須
永
二
郎

自
治
会
館
会
計
　
　
鈴
木

一
二
三

会
計
監
査
　
　
　
　
渡
辺
武
夫

″
　

″
　
　
　
　
　
須
永
末
治

顧
　
同
　
　
　
　
　
河
内
直
吉

二
、
平
成
六
年
度
決
算

１
、
収
入
合
計
一
、
六
七
四
、
八
二
五
円

２
、
支
出
合
計
一
、
五
二
五
、
二
一
七
円

３
、
差
引
残
高

一
四
九
、
六

一
八
円

残
金
は
次
年
度
繰
越
金
と
し
ま
す

三
、
平
成
七
年
度
予
算

１
、
収
入
合
計
一
、
六
三
〇
、
０
０
０
円

２
、
支
出
合
計
一
、
六
三
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

３
、
差
引
残
高

○
円

七
年
度
の
自
治
会
会
費
は
六
年
度
と

同
額
で
す
。

四
、
そ
の
他
検
討
事
項

イ
、
年
間
会
議

・
行
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ロ
、
隣
保
組
織
の
再
編
委
員
会
編
成

ハ
、
夏
祭
り
実
行
委
員
の
決
定

二
、
そ
の
他

1井
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白
ロ
ム
旧
Ａ
〓
だ
よ
り

平
成
七
年
七
Ｉ

自
治
会
広
報
部

十
四
チ
ー
ム
が
参
加
、
五

月
二
十
二
日
か
ら
三
週
間
、

自
熱
し
た
試
合
を
展
開
し
た

結
果
西
新
井
チ
ー
ム
が
準
優
麟

と
健
関
し
ま
し
た
。

敢
闘
選
手

，
須
永
頼
匡
君

敢
闘
投
手

・
須
永
晃
多
君

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

住
み
良
い
町
内
を
め
ざ
し
て自
治
会
長
　
須
永
〓
郎

機
さ
日
ご

と
に
加

わ

る
頃
と

な
り
ま

し

た
。

ご

町
内

の
皆
様

に

は
益

々
お
元
気

で
御

暮

ら
し

の
事

と
お
察

し
申

し
上
げ

ま
す

。

さ

て
、
今
年

は

私

も
七
十
歳

と
言

う
高

齢
と
な
り
ま
す
が

、
役
員
皆
様

の
ご

要
望

に
よ
り
ま
し

て
、

三
期

め

の
自

治
会

長

を

お
引
き
受

け

い
た

し
ま
し
た
、

こ
の
上

は

常
に
希
望

し

て
お

り
ま
す

町
内

の
皆
様

が

西
新
井
町
に
住

ん

で
良

か

っ
た
と

い
う
期

待
ヒ
離
う
よ
う
、

西
新

井

町

の
発
展

の
為

に
尽
力
致

し
た

い

と
思

い
ま
す

。
何

卒

従

引
き
続
き
ご
機
力
お
願
い
婦
人
会
長
　
村
山
勢
子

七
年

ス
タ
ー
ト

と
共

に
、

選
挙

て
何

と
な
く
多
忙

な
年

明
け
前

座

い
ま
し
た
．
　

や

つ
と
、

平

リ

ホ

ツ
ト
致

し
ま
し

た
今

日

こ

ご

ざ

い
ま
す

．

西
新

井

町
役
員

け

い
た

し
ま

と

か
無

事
に

の
も
、

未
熟

自
議
会
長
表
彫
を
お
受
け
し
て

前
婦
人
会
長
　
須
永
キ
ン

私

は
四
十

八
年

度

よ

り
、
美

江
子

さ

ん

の
後

を
引
継
、
何

と
か

二
十

一
年
間
動

め

さ
せ
て
い
た
だ

き

ま
し
た
が
、

こ
れ
も

ひ

と
え
に
婦

人
会

の
皆
様

方
並
び

に
町
内

の

方

々

の
ご
機
力

の
賜

と

心
よ
り
感
麟
御

礼

申
し
上
げ

ま
す

。
振

り

返

つ
て
み
ま
す

と

“
光
陰
矢

の
如
し

”
夢

の
よ
う
に
過
ぎ

去

っ
て
き
た
よ
う

な
気
が

し
ま
す

。

―
こ
の
度
、
自

治

会

長

よ
り

の
表
彰

を

鐵

き
顧

画
を
お
借

り

し

て
、
お
礼

の
挨
拶

と

さ
せ
て
い
た
だ

き

ま
す

。

尚
、
今
後

の
町
内
の

益

々

の
発
展

を
ご

念

い
た
し
ま
し

て
、

お
礼

の
言
葉

と

さ

て
い
た
だ

き
ま

す

．

多
数
入
金
敏
迎
い
た
し
ま
す

ひ
ま
わ
り
会
長
　
須
永
喪

一

平
成

七
年

四
月

，
ひ
ま
わ

り
会
，

会

長
に
選
ば

れ
、

入
会
浅

い
年

月

で
す

が

お
引
き
受

け
す

る
事

に
し
ま
し
た
ｏ
会

員

歴
は
浅

い
の
で
す
が
先
輩

皆
様

の
ご

指
導

を
ぉ

願

い
し

て

一
生
懸

命
努

め
ま

す

。ひ
ま
わ
り
会

も
神
社

、
お
寺
、
道

路

等

の
ポ

ラ

ン
テ

ア
活
動

に
精

を
出

し

て

お
り
ま
す

が
、

高
年
齢

者

の
働

き
故

上

手
に
は
出

来
ま

せ
ん
が
、
意
気

込

み
だ

け
は
圧
盛

で
す

の
で
お
認
め

下
さ

い
。

会
員

は
五
十
余

名

で
す

が
、

ゲ

ー
ト
ボ

祈 挨 じ西  年行― を七会長 尚た来
拶 ま新 終宣 し月始月長

｀｀
しに

とし井わ した文 め三 の文本 ま増
致 て町 りくい化九十新化年す し
し
｀
のにお と祭月 日任会は・絶

ま平益町願患 と敬に着長代 大
す成々内いい数 者はを

｀
議  な

・七のの致 ま々会 自得育員  る
_』1年発皆 しす の

｀
治ま成さ ご

′
`♂
7度展々まの事十会し会ん 協

五カ層 スを様すで業月最て長を 力
筋 フL夕 ごの °｀も体大 ｀｀始 を
′堕盤筋

'電

饉l祈 ご 任盛育のいひめ お
燿Ⅷ鵬爵 卜念健 期大祭納よま広 機

「

1暉 1｀ のい康 二に ｀涼いわ報  い
ごたと ケ実十会よ り部 い

ま年 をの常半の
し
｀
お頃にで年平

た何受で戻御 と成

の
先
輩

の
方

々
、
自

会

々
員

の
皆

々
様

の

よ
り
感
警

し

て
お
り

り
難

う
御

座

い
ま
し

今
後
と
も
又
宣
し
く
お
願

い
致
し
ま

す
．

の住  旅 よ等 :

集み町行 りをル
まの内な

｀
業 部

り事 に ど先施
｀

にと六
是思十
非い議

し
ま
す

。
自

治
会

込
響
を
個

人
回
覧

す

の
で
、
多
数

の

い

ま

様
お
待

ち

舞

踊
部
、
散
養
、

衛
生

構

塵

、
尚

、
会
員
皆
様

の
希

望

に

進
地

視
察
、
宿
泊

・
日
帰

り

も
実

地

し

て
お
り

ま
す

。山

お

寄

り
い
致
て
申
し

ま

下

さ

ま ご治な過 し
す支会私 ごて
・援役 をさか
本 の員西せ ら
当婦
｀
新て
｀

に と婦井戴早
有 心人町き一

た

．

し入等長 ごま以
て会にに入す上
お 申てお会のの
りしお願をで方
ま込送 いお

｀
が

すみ りし願年沢

1ページ



主
な

活
動
計

画

第

一
回
廃

品

回
収

子
供

み
こ
し

・
納

涼
祭

・

ラ
ジ
オ
体

操

　

・

第

二
回
廃

品

回
収

ア
ウ
ト
ド

ア
ー
を
楽
し

も
う

餅

つ
き
大

会

☆
入
学
お
め

で
と
う
　
新

一
年
生
だ

ョ

塩
谷
博
史
　
　
石
倉
　
侑

小
岩
由
季
　
　
東
海
林
富
夫

り

に

注
意
し
ま
し
よ
う
．

お
め

で
と
う
　
中
学

三
年
卒
業

永
梅
絵
　
　
塩

田
幸
成

崎
ち
え
み
　
須
永
晃

子

永
　
努
　
　
須
永
友
恵

永
正
記
　
　
亀
井
佐
久
子

☆
高           率
校村清須角山七須須浜須業

江須小斉須
夏永 島藤 永
祐 暁美敦

学
校井須村木須吉
の上永 山村永 田
行真和智香晋
車 き理幸 章菜輔亮
に嬌子

飯横饉須正

野 田峨永田
佑 ま福浩絵
樹 な弘平美
み

育
成
会
つ
う
し
ん
育
成
会
長

響

大
塚
雄
ニ

新
役
員

と

し
て
、

す

で
に
活
動

が
始

ま

つ
て
お
り
ま
す
。
子
供

た
楽
し
い
育
成
会
作

り
に

様

の
ご
協
力

と
ご
支
援
を

ま
す
．

十十
二 一 九

月月 月

七六

月月

2ベ ー

部
鵬
介

田
友

樹

田
広

一

永
和

弘

水
量

子

越
佑

馬

も
頑

彊
り

ま

し

よ

う

。
お
｀
を

願地主
い域 体

数の と

恵子久徳久

し皆 し

歩
け
歩
け
で
体
力
増
強
体
育
部
長
　
福
田
騰
男

本
年

四
月
よ
り

、
健
康

ク
ラ
プ

を
発

一し
ま
し

た
。
現
在

は
毎

週

日
曜

日

の

・前
九
時

よ
り
、

西
新
井

自

治
会

館

に

ォ
ー

ミ
ン
グ

ア

ツ

の
歩

け
歩

け
運
動

数

の
参
加

を

お
待

○
健
康

ク
ラ
プ

役

員

会

　
長
　

小
泉

須

永

須

永

須

永

須

永

相

田

青

木

松

本

福

田

昨
年

は
山

辺
地

区
体
育

察

に
、
残
念

な
が

ら
第

二
位

の
成

績

で
し
た
。
第

一

位

と

の
得

点
差
、

８
点

に

涙
を
流

し
ま

し
た

。

本
年
度

は
優
勝
を

第

一
目
標

に
体

育
関

係
を
よ
り
活
発
に

し

て
目
指

し
ま
す

。

今
後

と
も
ご

町

内

の
皆

様

の
ご

協
力

を
よ

ろ
し
く
お
願

い
申

し

あ
げ

ま
す

。

第
七
回
三
地
区

（西
新
丼

・
南
大
町

・
堀
込
）

親
善
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

去

る
五
月

二
十

五

日
艤

燿

Ｃ
Ｃ
に
於

い
て
西
新
井

町

ｏ
堀
込
町

う
繭
大

町

の

三
地

区
に

よ

る
第

七

回
親

善
ゴ

ル

フ
コ

ン
ペ
を
開
催

し
ま

し

た
。
当
町
内

よ
り

ゴ

ル

フ
部

長

の
饉

井

さ
ん
始

め
八
名
鬱

加
し

ま
し

た

。

結

果
は
堀

込
町

の
優
勝

、

２
ス
ト

ロ

ー
ク

の
僅
少

差

に

て
負

け

ま
し
た
が
、

準
優

勝
に
須
永
昭

さ
ん
が

、

ニ
ア
ピ

ン

賞
を
亀
井

さ

ん

。
小
林

さ

ん
が
取

り
、

健

闘
を
讐

い
ま

し

た
。

は
町
内

の
皆

さ
ん

の
参
加

を
お

た
し
ま
す

。

tm
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郎

ち をプ集午足
し町行 の合
て内 つ後 し
おので

｀
ま

り皆お約 し
ま様 り六て
す のま k｀
・多す mウ

待  次
ち次 回
い 回 の

新
任
で
す
よ
う
し
無
化
会
長
　
今
泉
舗

一

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
文
化
部
で
す

。

熱
薄
暴

果納鑢
を涼土
ご祭の
披に民

ラ現

オ在

ケ
｀

｀
町

演 内
→L・
"コ= 
ι
｀
は

鷹 八

り木

豊
｀
節

かお
｀

に茶お

活
｀
琴

動時
｀

中吟カ

よき肖正動  け こ内催い
る受今殿振長ての西 して
しけ泉に興年行良新てお
くる備かににきき井 い り
お事一わ尽わた伝だるま
願にが つ力たい続 けのす
い相文 てを つとをとは °

致成化
｀
つて思皆闘足町

しり会本 く
｀
い様 い利 内

饉 は饉  で の
そ し各やお ご七
して部八爾ざグ
ておが木染いル
秋 り出節みま l

のま演で のす プ
が
個
性

夏
祭

り

で
は

花
を
鱗

り
、

し
日
頃

の
成

す

。
「
文
化
祭

」

で
は
、

会

員

の
ヵ
作
を
じ

っ
く
り
ご
曇
賞
い
た
だ

で
文

化
祭

を

開

市

で
は
、
当

町

て
お
り
ま
す

。

と
共

に
守

り
続

ま
す

。

町
内

の
文

化

活

さ
れ

た
須
永

恭

年
度

よ
り
、

不

長

の
大
任

を

引

ま
し
た
．

ま
す

。

鑢
艤
日

西
新
井
有
志
に
よ
る

舞
鷺

・
カ
ラ
オ
ケ

・

場 時

断 闘
ョ
ウ

。
キ

′

，

ｒ

ｉ

つ

　

ヽヽ
ヽ

神

査

月

子

の
福
引
き
大
会

る
楽
し
い
饉
店
も
あ
る
ョ

一
麓
に
業
し
み
ま
せ
ん
か
―

入
部
を
歓
迎
し
ま
す

ク
ラ
ブ
燿
台
会
長
　
額
永
鷲
仁

ク

ラ
プ

連

合

も
早
十

二
年

に

入
り
ま

し
た

。

こ
れ

も

ひ
と

え
に
会
員

の
皆
様

の
機

カ

と
、
ご

町
内

の
皆

様
方

の
ご

理
解

あ

っ

て
の
事

昨

年

業

に
関

田

で

のき にに西特

Ｏ

Ｂ

ソ

フ

ト

エ

ン
ゼ

ル

ス

カ

ラ

オ

ケ

す

ョ

ま

し

て

、

町

内

の
事

各

部

と

も

出

来

る
範

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

で
行
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